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VI.お わ りに

I.は じ め に

　 1988年7月 か ら,筆 者はオ ース トラ リア共 同研 究会に参加 し,ア ボ リジナル ・デー

タベ ースを作成す る とい うプロジェク トを進 め る事にな り,現 在 までに,1988年7月

～8月 ,1989年1月 ～2月,7月 ～8月,1990年8月,の 計4回,ア ーネムランド の

マ ニングリダにおいて,コンピュータ ・プ ログラムの作成 と,現 地での操作指導を行

って きた。その契機 は次の よ うな事情 による。

　 アボ リジニ領内では,過 去 の植民地政策へ の反省か ら,ア ボ リジニの生活全般を支

援す る様 々な機構や組織が オース トラ リア連邦政府の援助 のも とに設置 され てきた。

マニングリダは,連 邦政府 直轄の生活支援拠点 として1958年 に いちはや く設置 された

コ ミュニテ ィのひ とつである。

　マニングリダ には,政 府 の出先機関,飛 行場,警 察,病 院,学 校,マ ーケッ トな ど

の様 々な施設が置かれ,生 活支援活動が進 め られ ている。 アボ リジニの人たちは,現
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在 でも野外キ ャンプ地にでかけ,狩 猟採集を しば しぼ行 うが,そ のスタイルは随分 と

近代化 された ものである。かつての槍 に代 えて手には銃 を持 ち,ブ ッシュの中を四輪

駆動車 で疾走 し,無 線電話で グル ープ間の連絡を と りなが ら,狩 りを行 う。銃,四 輪

駆動車,無 線電話 は,い わぽ現代狩猟採集民の三種 の神器であ るが,ブ ッシュでの酷

使に耐 えかねて しば しば故障す る。マニングリダ には,こ れ らの修理 工場 が設置 され

てお り,彼 等の伝統 的狩猟採集文化を支援す る意味で非常 に重要な役割を果 た してい

ると言 えよ う。

　 この修理工場は,Bawinanga　 Aboriginal　 Corporation(略 称BAC)と い う法人組織

であ るが,そ の 白人責任者B氏 と民博 のオ ース トラ リア ・グル ープは10年 来の深 い

関係があ り,フ ィール ド ・ワークを進め る うえで彼 に大変世話 にな って きた。BAC

で は,修 理依頼の受付け,修 理 明細の帳簿付 け,そ れに基づ く請求書発行,入 金の受

付け,な どの業務の正確 ・迅速 な処理をね らって,こ れ らを電算化する ことを計画 し,

民 博 グループに相談 を持 ちかけ た。1987年 夏,別 件 で民博 を訪れ たB氏 が グルー プ

・リーダーの小 山修三氏 と打合せ を行い ,そ の結果,翌1988年 か ら筆者が研究 グル ー

プに加わ りフィール ド・ワークを行 うことにな ったのであ る。

　 これ らの業務 を処理す るソフ トウェア ・システムは,現 地での修理業務を支援す る

と同時に,ア ボ リジニの人 たちの狩猟採集活動 の記録を間接的にデータベース化す る

機能 も合わせ持つ こ とにな る。そのデータは,我 々民博 グループに とって,ア ボ リジ

ニの狩猟活動 を解析す るのに貴重な資料 となる。

　 BACは,修 理業務 だけではな く,社 会保障費の給 付,ア ボ リジニの芸術作品の買

上 げ,販 売 も行 っている。 これ らの うち,社 会保障費 の給付事務を電算化すれぽ,ア

ボ リジニの複雑 な親族組織を解 明す るのに役立つデ ータが集 まるであろ う。 ただ し,

個 人 のプライバ シーに充分な注意を払わねぽな らないのは当然であ るが。 さらに,芸

術作 品の買上げ,販 売業務を電算化 し,作 品 のテ ーマ,素 材な どをデ ータベ ース化で

きれば,ア ボ リジニ芸術 の変容 を追跡す ることも可能 となろ う。 この よ うに して構築

された 「アボ リジナル ・データベース」 は,ア ボ リジニ文化 の研究素 材 とな るととも

に,現 地 コミュニテ ィ自身の意志決定に役立つ。

　 この ように,ア ボ リジナル ・データベ ース ・プ ロジ ェク トの直接的な 目的は,ア ボ

リジニ文化に関す るデータ収集 であ ったが,そ の他に,筆 者が期待 していたのは,ア

ボ リジニの人たちへの コンピュータ操作指導を通 じて,彼 らの教育 ・学 習 システムの

特徴をつかみ,そ こか ら,ア ボ リジニ文化におけ る情報伝達や知識体系の形 成方法 な

どを明 らかにす ることであった。す なわち,ア ボ リジニ文化におけ る情報 の体系 の特

278



久保　　コンピュータ とアボ リジニ

徴を明 らかにす る ことであ り,「 情報」 とい う切 り口か ら,ア ボ リジニ文化を理解す

る手がか りを得 る ことである。 こ うした手法に よる民族学研究は,「 情報民族学」 と

呼ぶ ことがで きるであろ う。

　 さいわ い,こ れ まで4回 の フィール ド・ワークの結果,ア ボ リジ ニ文化における学

習や情報伝達手 法の特徴をい くつか見 いだす ことが できた。本稿 では,デ ータベース

として蓄積 されたデータの分析 とともに,ア ボ リジ ニの情報観 の特徴 について も議論

を行いたい。

Ⅱ

.マニングリダ の組織 と機能

　図1に 示す ように,マ ニング リダは,ノ ーザ ソ ・テ リトリ(北 部特別州)の 州都 ダー

ウィソの東方,約300km,東 経134度14分,南 緯12度03分 に位置す る。熱帯性気候 に

属 し,11月 か ら4月 までの雨季,5月 か ら10月 ま での乾季に分かれ る。年間降雨量

の平均値は1641mmで,降 雨は1月 か ら3月 に集中 し,こ の間は 日最高気温 は32。C

前 後,日 最低気温は25。C前 後,日 中湿度は70～82%に 達 し,非 常 に過 ごしに くい。

乾季は 日最高気温 が30。C前 後,日 最低 気温が17～18。Cで,6月 ～9月 は まった く雨

を見ず,快 適な季節 である。

　 1930年 代 以降,ア ーネムラ ン ドの海岸にはい くつか の小セツルメント やミッション

が作 られ,そ の中で最 も大 きな町に発展 したマ ニングリダは,1958年 に政府セ ツル メ

ン トとして確立 した。現在 マニング リダが支援 してい るアウ トステーシ ョンは,図2

に示す よ うに35ヵ 所にのぼ る。1985年 現 在,マニングリダ の人 口は,ア ボ リジ ニ約

660名,白 人 も含む アボ リジニ以外の人た ちが約50名,ア ウ トス テーシ ョン人 口は約

630名 であ る。

　マ ニ ング リダの地 図 を図3に 示す。 こ こに置 かれ て いる公的 な組織 は,町 議会

図1　 ナ ー ス トラ リア北 半
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1 Angababirriyi C3 
2 Barnamarrakkakanora C2 
3  Barrihdjowkeng  B3 
4 Berraja C2 
5 Birriba C5 
6 Borlkdjam C3 
7 Buluhkaduru C3 
8 Dam Dam D2 
9 Djebbenna C2 

10 Djimalawa D2 
11 Gamardi  D3 
12 Gamarrguyrra E2 
13 Gochan Jiny-jirra C2 
14 Gorrong Gorrong C2 
15 Gu-mugumuk E2 
16 Gupanga  D2 
17  Ji-balbal  D3 
18 Ji-marda  D2

19  Kabababuldi  B3 
20 Korlobirranda C4 
21 Kubumi (Yikarrakal) B3 
22 Malamayjarra D2 
23 Marrkolidban B2 
24 Mewirnbi E2 
25 Mumeka B3 
26 Nadjilmuk  C1 
27 Nakalaberrberr A2 
28 Nakalarramba B2 
29 Nanark C2 
30 Ndjudda  B1 
31 Ngankorlord C4 
32 Wurdeje D2 
33 Yayminyi C5 
34  Yilan D2 
35 Yinangarnduwa  E1

図2　 マ ニ ング リダ周 辺
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図3　 マ ニ ン グ リ ダ

(Town　 Counci1),学 校,　 MPA(Maningrida　 Progress　 Association),　 BAC

(Bawinanga　 Aboriginal　 Corporation),診 療 所,警 察 な どであ る。表1に,そ れぞれ

の機能をま とめて示す。

　町議 会はマニ ング リダ定住者 の生活支i援にかかわ る様 々な意志決定を行い,そ れ を

実行す る機関であって,上 下 水道,道 路,住 宅の建設 ・管理,発 電所の管理な ど,お

もにマニングリダ のイソフラス トラクチャに責任 を持つ。町議会事務所には銀行,郵

便局,簡 易 テ レビ局が併設 され ている。 これに対 し,BACは ア ウ トステーション 住

民 の生活支援を 目的 とす る組織 である。

　 MPAは,町 民やア ウ トステーシ ョン住民の消費財 の販売を担当す る。マ ニソグ リ

ダのマ ーヶ ッ トの経営,タ ッカー(Tucker:食 物 を意 味す るオース トラ リア英語)

・ラン と呼ばれ る四輪駆動車 に よる食 料品移動 販売(2週 間を1サ イ クル とす る) ,

レンタル ・ビデオ ・シ ョップや ガ ソリン ・スタ ン ドの経 営を行 っている。消費財は2

週 間に一度,ダ ーウ ィンか ら貨物船(Barge)で 届 げ られ る。
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表1　マニングリダ の組織と機能

Town　 Council

　 　 町民 の生 活 支 援

　 　 　 　 　上 下 水 道 ・住 宅 ・道 路 の建 設 ・管 理,発 電 所,社 会保 障 費 給 付

MPA(Maningrida　 Progress　 Association)

　 　 町民 ・ア ウ トステ ー シ ョ ン住 民 の 生 活 物 資

　 　 　 　 　 マ ー ケ ッ ト経 営

　 　 　 　 　移 動 食 料 販 売

BAC(Bawinanga　 Aboriginal　 Corporation)

　 　 ア ウ トステーション 住 民 の 生活 支 援

　 　 　 　 　Mechanical　 Workshop三 種 の神 器(4WD-Car,銃 無 線 ラジ オ)や ボ ー トの修 理

　 　 　 　 　 Social　Security　 　 　 　 社 会 保 障 費 給 付

　 　 　 　 　Resource　 Centre　 　 　 諸 設 備(井 戸,住 宅,道 路,太 陽電 池)の 設 置 ・修 復

　 　 　 　 　Art　and　Craft　Centre　 美 術 工 芸 品 の 買上 げ,制 作 指導,販 売

Health　 Clinic

　 　 町 民 ・ア ウ トステーション 住 民 の健 康 管 理

School

　 　 3歳 児 ～12歳 生徒 の教 育

　 　 そ れ 以 上 の た め の成 人 教 育

　診療所 に医師はいないが,看 護婦(白 人3名,ア ボ リジニ3名)が 町民 とアウ トス

テーシ ョソ住民の健康管理を行い,必 要 に応 じてダーウィン の総合病 院 と連絡を と り

ながら治療を行 う。また,2週 間を1サ イ クル として,ホ ス ピタル ・ラソと呼ぼれ る

移動診療 も行 っている。 白人,ア ボ リジニの出生 ・死亡はすべて診療 所で把握 され る

ため,町 民,ア ウ トステーション 住 民のか な りの部分 の健康記録が ここに保存 されて

い ると聞 く。

　マニングリダ の学校 は,3,4歳 の子供 のためのpre-school,5～12歳 児 のための

primary-school,そ れ よ り年長者のためのpost　 primary-schoo1の3つ か ら成 り,そ

れぞれ の専任教師をあわせる と,白 人約15名,ア ボ リジニのア シスタン ト教師約10名

になるが,そ の他に アウ トステーション 専任 の白人教師が数人 いる。ス タ ッフの数か

ら見て も,学 校がマニングリダ におけ る最大組織であ る。

　 筆者 は これ までの フィール ド・ワークの過 程で まずBAC,次 い で学校 と接触を持

つ事がで きたが,町 議会,MPA,診 療 所 とは接触を持つには至 っていない。

　 BACは,ア ウ トステーション 住 民の生活 支援を 目的 と して1978年 に 設立 された

ORA(Outstation　 Resource　 Association)を1979年 セこ法 人化 し改名 した ものであ る。

BACは,機 械工場(Mechanical　 Workshop),大 型 設備 セ ンター(Resource　 Centre),

社 会 保障費給付部門(Social　 Security),美 術 工芸センター(Art　 and　 Craft　Centre)
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の4部 門に大きく分けられる。

　機械工場では,ア ボ リジニの人たちの狩猟採集に必須の移動手段である四輪駆動車

やボー ト,銃,そ れに,ア ウ トステーション同士の連絡に必須な無線電話など,耐 久

消費財の修理を行 う。大型設備センター は大型 トラックや トラクター,ク レーン車な

どを保有 し,各 アウトステーションに,風 車を動力 とする井戸,学 校や住宅,太 陽電

池発電装置 といった大型設備を設置 ・修復する業務を行っている。機械工場と大型設

備センター は一体となって業務を行っているが,前 者が個人向けサービスであるのに

対し,後 老は公的資金に基づく業務であるから,両 老は別会計で運用されている。

　 アボ リジニの人たちの現金収入の大きな部分を占めるのが社会保障費であるが,町

に定住するアボ リジニの人たちに対する給付業務は町議会事務所が行 うのに対 し,ア

ウトステーションに籍を持つ約630名 の住民に対する給付を行 うのがBACの 社会保

障費給付部門である。 ここでは,週tle-・度　BACあ てに送られてきた小切手の配布を

行う。町議会事務所に同居 している銀行で小切手が現金化 されるが,銀 行の営業時間

が短いこともあって,住 民はBACを 訪れて現金化を依頼 した り現金を借 りた りする

ことが多 く,そ の会計は機械工場部門の会計に組み入れられている。BACが 手近な

銀行かわ りに利用されているわけである。ここには,ア ウトステーション 住民ほぼ全

員についての,氏 名,家 族,本 拠アウトステーション 名,出 身語族などの,い わば戸

籍簿が,小 型カー ドの形態で保存されている。 しかし,そ の更新は充分には行われて

いない様子である。

　 美術工芸センター は,木 皮画,木 の内皮の繊維で編んだ袋,パ ソダナスで編んだ籠,

木彫,槍,貝 殻を糸で連ねた腕飾 りや首飾 りなど,ア ボ リジニの伝統的工芸品を制作

者から買い上げ,そ れらの展示即売を行 うとともに,制 作指導や各地で行われる展示

会 ・展示即売会への出展も行っていて,オ ース トラリア各地の美術館や博物館 とも深

い関係を持っている。 ここには,作 品の制作者,作 品のテーマ,買 い上げ価格などの

記録が保存されている。給与所得を得ていないアボ リジニの人たちにとっては,社 会

保障費 とともに美術工芸品の売 り上げも,現 金収入の大きなルー トである。

Ⅲ.ア ボ リジ ナ ル ・デ ー タ ベ ー ス ・プ ロ ジ ェ ク トの 意 義

筆者たちが進 めているアボ リジナル ・データベ ース ・プロジェク トは,開 始 してか

ら2年 余 しか経過 してお らず,ま だその途上 にあ るが,そ の意義 は,1)コ ソ ピュー

タ民族学 的視点,2)応 用 人類学的視点,3)民 族 学情報収集方法論,4)文 化 変容 の
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分析,5)情 報民族学的視点,の5点 か ら考えることができよう。

1.コ ン ピュータ民族 学 的視点

　民博の創設時に,従 来の民族学にはなかった新 しい研究部門として,「 コソピュー

タ民族学」部門が設置された。この部門が果たすべき課題は,杉 田繁治教授によって,

次の3点にまとめられている　[SuGITA　 1987】。すなわち,コ ンピュータと民族学 との

関係を,1)民 族学の道具としてのコンピュータ,2)民 族学の方法論 としてのコソピ

ュータ,3)民 族学の対象としてのコンピュータ,と いう3点でとらえ,そ れに対応す

る研究課題を設定するものである。

　第1の 課題は,情 報処理の分野で従来から開発されてきた様 々な技術,す なわち,

統計処理,言 語 ・文字処理,画 像 ・音声処理,デ ータベースと情報検索技術などを,

研究の 「道具」として民族学に適用するものである。第2の 課題は,情 報処理におけ

る数量化やモデ リングの手法を民族学研究に導入しようとするものである。民族学研

究には,生 の情報から仮説や理論を組み立てるボ トム ・アップ的な過程 と,そ の理論

を再び生の情報に当てはめて検証する トップ ・ダウン的過程とが必要であるが 【久保

1986】,従 来ともすれば軽視されがちであった後者の過程を,コンピュータ 可読なモ

デル形成とそのシミュレーション という方法によって支援しようとするものである。

第3の 課題は,コンピュータ を代表 とする機械文明装置を切 り口として,文 化比較を

行おうとするものである。ある文明装置が導入され ようとする時,そ の文化がそれを

そのまま受け入れるか,あ るいは,従 来文化と融合させるか,あ るいは,全 く拒絶す

るか,と いった対応の違いによって,そ の文化の特質を明らかにする手がか りを得よ

うとするものである。

　 これらの観点から見ると,筆 者たちのアボリジナル ・データベース ・プロジェク ト

は,デ ータ収集とそのコンピュータによる解析をねらう点で,第1の 課題に沿った意

義を持つ。しかし,こ うした コンピュータとの関わ りという観点だけではなく,こ の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の

プロジ ェク トは,ア ボ リジニ文化 を対 象 とす ることに よって,以 下 に述べ るような4

点 の意義 も合わせ持つ と考 える。

2.応 用人類学的視点

　民族学研究によって得られた知見を,植 民地支配とキ リス ト教の布教活動に 「応用」

してきた事実は,民 族学がその学問の発展当初から実用の側面を伴ってきたことを物

語っている。植民地政策が転換された第2次大戦後 も,経 済的戦略に応用されること
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が少なくなかった。こうした支配する側の民族学は,し ば しば,現 地の伝統的な文化

や社会構造を破壊 してきたと言われている。

　 これに代わる新たな 「応用人類学」は,現 地の人たちの立場にできるだけ近づいて,

その利益になるものを指向しなけれぽならない。すなわち,民 族学情報の収集とい う

民族学者にとっての利益が現地にとっての利益 として還元されるという 「互恵性」が

得られるような研究プロジェク トが望ましい。

　筆者たちのアボ リジナル ・データベース ・プロジェクトは,現 地での日常業務支援

用のソフトウェア ・システムをまず開発するところから出発するから,間 接的ではあ

るが,ア ボ リジニ生活支援 という側面を持つ。さらに,集 積されたデータは,筆 者た

ち研究者にとって研究材料であると同時に,コ ンピュータ ・システム自体が現地に置

かれたものであるから,必 要に応 じてデータを加工 ・出力できるようにソフトウェア

を組めば,そ れは現地における様々な意志決定にも容易に利用 され得るのである。こ

のように,優 れて互恵性を持 った研究プロジェクトであ り,新 しい形態の応用人類学

プロジェクトと言 うことができよう。

3.民 族学情報収集方法論

　さきに述べた ように,マ ニングリダの公的組織は,ア ボリジニの人たちに関するい

くつかのデータをそれぞれに保持している。町議会は,町 民に対する社会保障費給付

業務の必要上,戸 籍簿に相当する記録を保持 しているはずであるが,BACが 保持 し

ているアウトステーション 住民に関する同様の記録,さ らに,診 療所の保持する出生

・死亡記録とを合体すれぽ ,マニングリダ 周辺の1300名 近 くの親族組織や人口動態を

解明するのに役立つものとなるであろう。

　社会保障費給付記録はまた,給 与所得以外の現金収入を示すものである。MPA,

町議会,BACそ れぞれに,従 業員に対 して給与を支給 しているが,こ れらのデータ

と社会保障費,さ らにBACの 美術工芸センターにおける買い取 り記録を合わせれぽ,

マニングリダ周辺のアボ リジニ全員の現金収入ルー トと額が明らかになる可能性があ

る。一方,MPAで の消費財売 り上げ記録,　BACで の耐久消費財売 り上げ,修 理記

録は,主 たる現金支出を示す ものである。これらの現金収入と支出の記録を突き合わ

せれば,伝 統的な狩猟採集社会に持ち込まれた貨幣経済の実態を把握する手がか りが

得 られるであろう。

　 また,BACの 機械工場が修理する耐久消費財は主に狩猟採集活動に利用され るも

のであるから,そ の記録を通 して,間 接的にではあるがその活動を把握することがで
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きよう。

　こうした記録類はこれまですべてカー ドなどの形でそれぞれの組織 ・担当者が保持

してお り,そ れらの横断的利用が試みられたことはない。各部門でこれらの業務を支

援するシステムを開発すれぽ,こ れらのデータが電子化でき,組 織的な収集と解析が

容易になるであろう。この方法によるデータ収集は,こ とあらためて記録を収集する

のではなく,日 常業務の過程でデータが自動的に蓄積されるものである。その意味で

は,民 族学研究における新しい情報収集方法であると言える。

　 しか しながら,こ の方法論には2つ の大きな問題点がある。まず,収 集されたデー

タは,ア ボリジニ個々の具体的活動を抽象化した,い うならば二次情報であるから,

個々の活動や事象を平均化 し,特 異点や特徴を隠してしまう恐れがある。個々の生活

現場からデータを収集する,従 来の民族学方法論をボ トム ・アップ的な情報収集とす

れぽ,デ ータベースによるこの方法は トップ ・ダウソ的な方法と言えるが,マ クロ・

レベルでの情報化である後者の方法は,組 織的であるという利点の一方で,前 者の方

法によれば見いだされる発見を見逃 して しまう欠点がある。従って,両 者の方法論を

うまく組み合わせることが必要 となる。第二の問題点は,極 めて個人のプライバシー

に関わるデータを,組 織的 ・大規模に収集 してしまう危険性である。 プライバ シー保

護 と情報公開 という,「情報化社会」と同 じ問題が関わって くるので,人 権に対する

充分な配慮がない限 り,安 易にとるべき方法論ではない。当事者との合意が得 られ,

かつ,こ うした方法論による研究成果が現地にとって利益となるような還元の方法を

明らかにして行 うべきであろう。

　 4.文 化変 容 の分析

　もしこうした配慮のもとで,組 織的なデータ収集が可能であれば,そ のデータは,

現代狩猟採集文化がどのような変容を示 しつつあるかを解明する大きな手がか りとな

る。西欧流の貨幣経済は,ア ボリジニ文化の変容に影響を与える大きな要素の一つで

あることは言 うまでもない。それは,経 済的側面だけではなく,数 量化 という点から

見れぽアボ リジニ文化の知識体系 ・情報観にも影響を及ぼしていることが予想され

る。従って,先 述した現金収入 ・支出に関するデータを長期間集積 し,通 時的に分析

すれぽ,文 化変容の研究に役立つであろう。また,美 術工芸センター において,作 品

のテーマや素材,制 作技法などをデータ化 し,そ の時間的変化を追跡 してゆけば,ア

ボ リジニ文化における芸術活動が,経 済的要因や西欧技術,西 欧流芸術 との関わ りで

どのように変容 しているかを解明する手がか りが得られるであろう。 これはまた,民

286



久保 　 コ ン ピ ュー タ と ア ボ リジ ニ

族芸術学,あ るいは民族技術学的研究にとっても興味ある材料を提供するのではなか

ろうか。

　 さらに,こ うしたコンピュータ ・システムをアボ リジニの人たちが業務として操作

することが 日常的になれば,タ イプライタにさえあま り馴染みのなかった彼らがそれ

をどのように受け入れるか,例 えぽ,ソ フ トウェアの操作における分析的 ・階層的問

題解決やあいまいさを排除 した計算の正確さなどの,彼 らの伝統的思考とは異質であ

ると考えられる観念がどのように受け入れられるか,と いった,コンピュータ 民族学

の第3の 課題に近い問題とともに,そ の受容による彼らの文化が変容するかどうか,

という新たな興味ある問題も生まれてくる。

5.情 報民族学的視点

　ある個人の持っている空間認識,時 間観念,計 数観念 経済観念,さ らにシステム

をどう認識するかというシステム観,な どは,彼 が属する文化や社会構造,経 済構造

に大 きく規定される。これらの観念は,外 界から与えられた情報を個人の頭脳が どう

処理 し,そ の結果 どのような意志決定や行動選択を行 うかを規定するから,彼 の行動

が文化の文脈から逸脱 しないものになるのである。このようにして規定された意志や

行動は,同 じ文化の他の成員に対する情報となって伝達され,コ ミュニケーショソが

成立するのであるから,情報伝達の方法 ・様態もやは り文化に規定されたものとなる。

従 って,情 報伝達メディアの利用にも,そ の文化の特徴が現れてくるであろ う。

　世界観,計 数観念などを扱 う従来の認識人類学的視点,教 育や学習を扱 う教育人類

学的視点,コ ミュニケーション論的視点は,と もに人間の情報処理の体系,す なわち,

情報の伝達 ・咀嚼 ・蓄積の問題 として統合的に捉えうる。であるならぽ,上 述 したよ

うに,あ る人間の情報の体系は文化に規定されるから,文 化における情報の体系を論

じることによって,逆 にその文化の特質を明らかにするという民族学方法論が成 り立

ち得るであろう。こうした方法論を 「情報民族学」と呼ぶことは,充 分に妥当性があ

ると筆者は考えている。

　 こうした視点が生まれてきたのは,筆 者が開発 しているソフ トウェア ・システムの

操作法をBACの アボリジニ ・スタッフたちに講習し,彼 らがそれを学習するのを観

察する過程で,そ の学習方法がアボリジニ文化に規定された特徴を示すことを見い出

したからである。また,筆 者が伝統的な学習方法や質問 ・応答の方法を知るにつれて,

それらを勘案した操作性がソフトウェア ・システムの側に必要であることも明らかに

なってきた。すなわち,ア ボ リジニ向きのコンピュータ ・システムを作成するために
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。も,彼 らの情報の体系を知る必要を感 じるようになったのである。

　 このような契機から,情 報民族学を構想するに至ったのであるが,も とより,乏 し

いフィール ドワークの経験から情報の体系全体を論 じることの危険性を認識 しつつ,

知己を得た学校の白人教師たちから得た知見も合わせて,第V章 で情報民族学的議論

を行いたい。

Ⅳ.ア ボ リジ ナ ル ・デ ー タ ベ ー ス ・シ ス テ ム の 概 要

1.開 発 経 過

　前述 した とお り,BACの 業務は機械工場,大 型設備センター,社 会保障費給付部

門,美 術工芸センター の4部 門に分かれているが,筆 者は,ま ず機械工場の修理業務

支援 ソフ トウェア ・システムの開発を1988年8月 から始め,次 いで1989年8月 か ら社

会保障費給付業務用のシステム開発を始めた。

　　 1)機 械工場修理業務支援 ソフ トウェア ・システム

　 この業務の流れ は,顧 客か らの修理依頼が ジ ョブカー ドと呼ぽれ るカー ドに記述 さ

れ,そ れが機械工 に手渡 され,修 理明細(必 要 と した部 品,単 価,個 数 の他 に,部 品

を ダー ウィンか ら取 り寄せた場合はその運送費,労 働 時間も含む)が 書 き込 まれ,そ

の合計金額を もとに各顧客へ の請求書 が作 られ ると同時に各顧客毎の貸借簿 に記録 さ

れ,顧 客か らの支払 があれば貸借 簿が更新 され る,と い う,一 般的な ものである。

　筆者 は,1988年8月 の最初 の フィール ドワークにおいて,筆 者 の訪問直前 にBAC

が購 入 したIBM-PC/XT互 換 の韓 国製パ ソコソ(MS-DOS)の 上 に,市 販 のデー

タベ ース ・ソフ トウェアdBASE皿 を イ ソス トール し,そ のプ ログラ ミング言語を

用いて,上 記の業務全体 を支援す るソフ トウェア ・システムを開発 した。 これは,顧

客管理,ジ ョブカー ドを作成す るジ ョブ管理,課 金 ・入金を記録す る金銭管理,貸 借

簿か ら顧客毎 ・期間毎 の貸借 レポー トを出力す る貸借管理,'の4つ のサブ ・システム

に分 かれ,そ れぞれ がさらにサ ブ ・システムに分かれた,階 層構造 で実現 されてい る。

この構造 自体は,一 般的 な トラ ソザ クシ ョソ処理 と同 じであるが,金 銭管理 のサ ブ ・

シス テムには,BACを 銀 行代わ りに利用す る者へ の金銭貸与,同 一親族内 の顧客間

での勘定 の移動,な ど,現 地 の事情を勘案 したル ーチ ンも組み込んである。

　四輪駆動車,ボ ー ト,無 線電話,銃 な ど,ア ボ リジニの各顧客が持 っている耐久消
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費財が受けた修理内容からそれらの使用状況を把握することが筆者たちの関心事であ

るから,ジ ョブ管理部分に修理明細を詳 しく記述できるようにプログラムを組んだ。

特に,四 輪駆動車の修理については,修 理部分を,ボ ディ,シ ャーシ,ブ レーキ,エ

ソジン,電 気系統 その他,に 分類し,メ ニューによってそれを選択するように仕組

んである。 しかし,BACが 電算化を必要とした主な理由は,筆 算による計算間違い

のために顧客毎の金銭貸借関係がずさんであった点を改善することであったから,そ

の後蓄積されたデータ内容を見ると,操 作者が面倒がって修理部分をすべて 「その他」

に分類 してあるなど,修理状況は筆者たちが期待する程には詳しく記述されていない。

　　2)社 会保障費給付業務支援 ソフ トウェア ・システム

　この業務は,週 に一度郵便で届けられる小切手の費 目と受給者名を記録 し,そ れら

を受給者に手渡 したことを記録 して,手 渡 しの誤 り・漏れがないかを確認するもので

ある。小切手が届 く都度ノー トに受給者 リス トを書き,手 渡 した受給者のサインをも

らうとい う,従 来の煩雑な方法を電算化によって改善することが,BAC側 のねらい

である。

　開発した ソフ トウェア ・システムは,受 給者登録,受 給者毎の費 目登録,小 切手の

受け取 り,手 渡 し,そ れぞれの業務用サブ ・システムから成っている。受給者は,各

人の種 々の属性データも合わせて登録される。 ここで属性として取 り上げたのは,本

人の氏名,生 年月 日,所 属する言語グループ名,出 身のアウトステーション 名,そ し

て,そ の人の配偶者,両 親,子 供それぞれについての同様の属性である。言語 グルー

プは,B氏 の示唆によって,表2に 示 したものの うち,大 分類11項 目の中から選択す

ることにした。受給者の社会保障費目は,表3に 示 した うちから選択して登録される。

　この ソフトウェアによって蓄積されるであろうデータは,民 族学研究にとって次の

意義を持つ。登録 された個人属性によって,少 なくともBACが 関係しているアボ リ

ジニの人たちほぼ全員の親族関係が把握できる。表3の 内容を見ればわかるように,

ある人が受給できる費 目は変化するから,受 給費 目の履歴によって,そ の人の家族史

が推測できる。 さらに,小 切手の手渡 し記録から,各 受給者の現金収入を把握できる

ことになる。しか し,繰 り返 し述べるように,こ うしたデータは,個 人のプライバ シー

に直接触れるものであるから,取 扱いには細心の注意が求められる。

機械工場の修理に関するデータの蓄積は,1988年9月 から一応始められたが,残 念

ながら次に列挙するような トラブルによって,現 在 までの継続的なデータは得られて

いない。
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表2　 マニングリダ周辺の言語グループ

Alawa 

Burarra 

   Burada, Burarra Anbara, Burarra Gunard, Burarra Madai, Burarra Maringa, 

 ) Gulula Burarra, Burarra Mukali  Gungorogone), Gunardba 
Gunavidji 

   Ngalia, Walang 

Gungorogone 

Gunwinggu 

Jinang 

   Ganalbwingu, Gupabwingu, Jambarbwingu, Ritarrnga, Wubulgapa, Wulaki 

Rembaranga 

   Dangbon, Maiali 

Ngalkbun 

Nakara 

Wagaman 

Yanangu 

   Maringa

表3社 会 保 障 費 目

Pension, Age-Pension, Widow-Pension, Widower-Pension, Invalid-Pension, 

Famiy-Allowance-Supplement, Child-Endowment, Child-Disability-Allowance, Sup-

porting-Mother, Sickness-Benefit, Unemployment-Benefit, Special-Benefit

a)1988年11月,デ ータ入力中に停電 し,デ ータ ファイルとその検索のための索引 フ

ァイルとの整合 が狂 い,シ ステムが動作不能 となった。ソフ トウェア ・システムのベー

ス とな っているdBASE皿 を 知 っていなけれ ば修復 で きない事態であ る。 マニ ソグ

リダの電力を供給 してい る重油発電所は,そ の管理責任者の怠慢 から,10日 に 一度 は

予告 な しに運転を停止す る。停電対策 として,停 電後数分間は内蔵 しだバ ッテ リーか

ら電力を供給 で きる 「無停電電源装置 」の購入をB氏 に依頼 し,そ の導入 まで,コ

ンピュータ作業を中断 した。環境条件 と保守体制が ともに不十分 であ るマ ニング リダ

なれば こその トラブルである。

b)　 1989年1月,筆 者 が現地 を訪問 し,無 停電 電源装置を接続 して,ソ フ トウ ェア

・システ ムを復 旧す るとともに
,シ ステムの使 い勝手を左右す る人間 との対話処理部

(マ ン ・マ シン ・イ ンタフェース)の 改善を,B氏 の示唆に よ り行 った。改善 の内容

はアボ リジニの伝統的な教育 ・学習態度に関わ るもので,第V章 で詳 しく述べる。 コ

ンピュータに よる業務を2月 か ら再開 した。

c)1989年5月,主 に システムを操作 していた 白人ス タ ッフA氏 が,市 販 ソフ トウ ェ
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アの海賊版を新たにイ ソス トール した際に誤 ってDOSシ ステ ムを改変 し,そ の影響

で機械工場修理支援 ソフ トウェアが誤動作 し始めた。専用機械 では な く誰 で もア クセ

スできるパ ソコンに とっては,不 十分な知識 を持つ ユーザの存在が危険 となる事例で

ある。

d)1989年8月,筆 者 が現地 を訪 れて,DOSシ ス テムを復 旧 し,あ わせ て,社 会保

障費給付業務用 ソフ トウェアを開発 した。コンピュータ に よる業務 を9月 か ら再 開。

e)1990年1月,あ るBACス タ ッフの不注意に よって電源 コー ドが抜 かれ,　a)と

同様 にデ ータの不整合が生 じた。 これ を復 旧 しようとしたA氏 の勘違いに よって,

ハ ー ドデ ィスク上 のプ ログラム,デ ータが ともに消去 され,動 作不能 となった。

f)1990年8月,4た び 訪 問 した筆 者 は,ベ ース とな る シス テ ムを 電源 断 に強 い

dBASE]〉 に置 き換えた。 この処置に よって,以 後は データ蓄積 が順調 に行われ るも

の と思われ る。

2.デ ータの内容分析

　上述の事情により,継 続的なデータとして得られたのは,1988年7月 から1989年10

月までの期間の機械工場のものだけであ り,そ の内容も筆者の期待 したレベルを維持

していない。そのため,現 段階で行えるデータ解析は,以 下に述べるような簡単なも

のにとどまる。

　図4に,1989年2月 から10月までの月毎の修理金額を修理部分別に集計 したグラフ

を示す。1989年3月 に,ボ ディとシャーシ関係の金額が多いのは,美 術工芸センター

の四輪駆動車に大きな修理が発生 したためであるが,こ れを除けば,ア ウトステーシ

ョン活動が盛んになる乾季(5月 ～10月)の 中間である8月 に修理が集中することが

示されている。

　図5は,1988年7月 から1989年10月 までの期間における,個 人向けの修理金額 と,

BAC,学 校,診 療所,　MPAな どの公的機関向けの修理金額を月毎に集計したもので

ある。個人用四輪駆動車の修理は,明 らかに活動の盛んな乾季に集中するが,公 的機

関のそれはどちらかと言えぽ雨季に片寄る傾向が見える。 このことは,雨 季の期間に

おいてこそ,公 的機関の支援活動が盛んになることを示 しているのか も知れない。し

かし,こ れらのデータは短期間の集計であ り,し かも,偶 発的に発生 した修理事象が

統計全体に影響を与えるような,規 模の小さな母集団についてのものであるから,こ

こではこれ以上の解釈は避け,長 期間の継続的データが蓄積された時点で,再 度分析

を試みたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、
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図5　 個人向け修理金額と公的機関向け修理金額
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V.ア ボ リジ ニの情報 観

1.人 の情 報処理 モデル

　ここでは,ア ボ リジニを対象として,先 に述べたような情報民族学的考察を行 う。

情報の問題を議論する際には,情 報,信 号,デ ータ,知 識,通 信,な どの用語が必ず

登場するが,こ れ らの用語は,様 々な文脈で様 々な意味あいで使われ,し ばしぼ,議

論に混乱と誤解を招 く。そこで,ア ボリジニの情報処理に関する議論を始めるにあた

り,ま ず用語の整理を行いたい。

　情報とは 「物質 ・エネルギーのパターン 」や 「意味のある記号集合」であるとする,

非常に幅広く定義する説もあるが,情 報とはそれを受け取 った頭脳が評価 して初めて

価値が決まると考える筆者は,Adrian　 M.　 McDonoughの 示 した説,す なわち,「デー

タとは未だ評価 されていないメッセージ,情 報 とは特定の状況において価値評価 され

た データ,知 識 とは将来の一般 的な使用に おいて評 価 され るデータである」

【McDoNouGH　 1963】を採用したい。 この説は,　Bertram　C.　Brooksの 示 した情報 と

知識との関係を表現する式[BROOKS　 1980]

　　　　K(S)十 ∠1=K(S十 ∠S)

にも整合する。これは,知 識構造K(S)は 情報∠1に よって新 しい構造K(S+AS)

に変化することを表 している。∠Sは 修正の効果を表す。

　この説を考慮すれば,人 の頭脳における情報処理過程は,図6に 示すようなモデル

で考えることができるであろう。これは,外 界から与えられるどのような信号も,感

覚器官を経て頭脳で処理されない限 り,情 報とはみなさない立場である。また,認 知

心理学分野で主流である,記 憶を短期,長 期に分ける二階層説を採用すれぽ,知 識と

は長期記憶の レベルまで到達 した情報であると言える。図で,情 報として評価された

部分以下が主観的世界であ り,そ の部分を規定する文化の特質を理解 しようとするの

が,情 報民族学の課題であろう。

　一方,Claud　 E.　Shannonの 与えた 「情報とは不確実性を減 らす働きをするもの」

という定義は,図7に 示す通信モデルにおいて,メ ッセージの発信者から受信者へ送

られる符号が持つ情報量を定量化することから導出されたものである。この図で発信

者(S)と 受信者(R)の 間の通信路(C)は,通 信工学や情報工学の文脈 において

は郵便 ・電話 ・放送などの 「通信メディア」,あ るいは,本 やレコー ドなどの 「蓄積

293



国立民族学博物館研究報告別冊　 15号

図7通 信 モ デ ル

メディア」と考えられるものである。また,「交通 メディア」 もメッセージを伝達す

る通信路 と考える事ができる。コミュニケーション論は,こ の通信路に人間自身をも

含め,こ れを経由して噂話や教育 ・伝承が行われる際の,通 信路の容量,漏 れ,変 形

作用などを問題にするものであると言 うことができよう。その場合,通 信路 も文化に

規定されていると考えられるから,そ の特徴をつかむこともまた情報民族学の課題と

なる。

　そこで,以 下では,図6,図7の モデルでカバーされる事象を素材 として,ア ボ リ

ジニ社会の特徴を考えてみたい。

2.マ ニ ング リダにおけ るメデ ィア略史

　BACのB氏 の話や1968年 当時の民族誌 【HAMILToN　 1981]を 参考にしてまとめた

マニングリダの交通メディアに関する略史を表4に 示す。ダーウィンからの陸上交通

手段が現在でも不便であることが,マニングリダ 地域の伝統文化保存の一端を担って

いる。
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　表5に は,電 気通信メディアの略史を示す。1970年のバ ッテ リー式無線電話の導入,

1975年 の太陽発電装置の導入が,ち ょうどその前後に起 こったアウトステーション運

動を促進するのに大 きな役割を果たしたことは間違いない。ま1ヒ,1985年 の衛星放送

開始によるテレビ視聴,お よびほぼ同時に導入されたビデオの レソタルシステムは,

アボ リジニの娯楽を変化させると同時に,映 像を通 して白人文化を知る機会を格段に

増加させたであろう。1968年 当時の民族誌によれぽ,マ ニングリダの学校で週末に野

外映画会が開かれていたか ら,映 像による異文化接触は既にあったが,日 常的なテ レ

ビやビデオの視聴がマニングリダの町でのみならずアウ トステーション でも可能とな

ったことは,ア ボリジニ文化の変容に大きな影響を与えるのではないだろうか。

　無線電話は,一 対一一の秘話通話がほぼ不可能であるうえに,使 用する周波数が既知

であるから,ア ウトステーション 間の通話は他のアウ トステーションでも傍受可能で

あり,極 めて漏れの大きい通信路であると言える。これに対 し,1987年 に導入された

マイクロウェーブ電話は,一 対一の秘話通話を前提とするメディアである。この普及

によって,ア ボリジニ文化におけるプライバシー観念が変容するのか,ま た,後 述す

表4　マニングリダ 交通メディア略史

1920年 代　　　　 ダーウィン=オ ーエソペ リ間　道路開通

　　　　　　　 ダーウィン=マ ニングリダ間　帆船

1945年 　　　　　ダーウィン=マニングリダ 間　Bush　Road開 通

1956年 　　　　　航空便開始　DC-3　 週3便

1958年 　　　　　マニングリダにGovernment　 Settlement

l960年 　　　　　オーエソペ リ=マ ニングリダ間　道路開通

1965～66年 　　　Barge　System開 始　 2ヵ 月に1度

1968年 当時　　　航空便　週4便

1975年 当時　　　航空便　週6便

　　　　　　　 Barge　 1ヵ 月に1度

1990年 現在　　　航空便　週10便

　　　　　　　 Barge　 2週 間に1度

表5　 マニングリダ電気通信 メディア略史

1954年 　　ミッション が,ペ ダル発電式無線電話導入

1960年 　　電信用無線導入,専 門オペレータが必要

1970年　　バ ッテリー式無線電話導入

1975年 　　太陽発電システム導入

1985年　　通信衛星AUSSAT打 上げ,衛 星TV開 始

1987年 　　マイクロウェーブ電話線設置

1990年 　　アウトステーションにもマイクロウェーブ電話設置予定
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るように,伝 統的なアボ リジニの会話場面 においては メッセージ伝達機能が あま り大

きくない ように見えるが,こ れが変化 するのか ど うか,な どは,今 後の興味 あるテー

マである。

3.ア ボ リジニの学 習態 度

　マニングリダ の東方75kmに あ る ミリソギンビ に おいて,　primary-schoo1の 教 師

を しなが ら調査 を行 ったStephen　 HarrisやMichael　 Christieに よれば,ア ーネ ム

ランドの アボ リジ ニの伝統的 な学習方 法の特徴は,次 の5点 に まとめ られ る と言 う

【HARRIS　 l984;HARRIs&HARNs　 1988】。

1)言 語 に よる教育ではな く観察 と模倣 に よる学習

2)個 人 の試行錯誤に よる学 習

3)仮 想的場面での練習ではな く実際の場面 におけ る学習

4)部 分分解 ・総合の方法を とらず,全 体を通 して実行す る

5)　 ねぽ り強い反復 による問題解決

　 1)は,音 声言語に よる質問 ・応答や文字に よるテキス トな どの言語的手 段は重要

ではな く,も っぱ ら,学 習者が観察 とその模倣 に よって 自立的に学習す る態度を指す。

これは,狩 猟技術や儀礼 におけ る舞踊な ど伝統的技 術の習得場面で特に よく見 られる

と言 う。伝統的に言語的 な質問 ・応答 とい う方法は用い られないか ら,明 確にyes,

noを 求 め る西欧流の質 問に,学 校 の子供たちは慣 れに くい とされ る。

　 2)と 合わせて考 え ると,学 習は極 めて個人 的に行われ,集 団学 習の形 を とること

は少 ない。筆者は,1)と2)の 態 度 の背景には,他 人の面前 での朱 敗を恐れ ること,

す なわ ち,体 面を極めて重視す るアボ リジニ文化のパ ーソナ リテ ィが存在す る と考え

るが,こ の点については後述す る。

　 3)に ついて,Harrisた ちは,儀 礼の舞踊練習がそ のまま本番に移行 した り,フ ッ

トボールの練習に見え るものがいつの まにか実際の試合に移行 して しまう例 を挙 げて

いる。 この点 は,Harissが 指 摘す る ような,ア ボ リジニの人た ちは仮想的 な質 問に

弱い,と い う特徴 と関連 している。す なわち,親 族関係な どあ らか じめ全ての場合が

決定 され てい る状況 につ いての仮説 的質問,例 えぽ,AとBは 結婚で きるか ・ とい

った質問には適切 な答が返 って くるが,生 活の文脈 に密着 した場 面での仮想的質問・

例 えぽ,ブ ッシュの中でダ ソバを作 る場面において,台 代わ りに使 ってい るその葉が

も し手近に見あた らない場合は ど うす るか,と い う質 問に対 し,般 いや,こ の葉を使

う"と い う答 しか返 って こない と,Harrisは 述 べ てい る。 アボ リジニの思考 パ ター
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ンは,生 活 とい う文脈に非常 に依存 してお り,仮 想化,一 般化 の機会が少 な く,こ う

した思考法に慣れ親 しんでいないためである と考え られる。

4)に 関 してHarrisた ちは,儀 礼におけ る舞踊や歌 の習 得場面 の例を挙 げてい る。

こ うした場合,習 う側 の子供たちは,部 分毎に習熟 してゆ くのではな く,全 体を観察

してそれ を自分な りに模倣 し,徐 々に完成に近 づけ てゆ くらしい。部分分解,そ れ ぞ

れの分析,最 後に統合 ・総合す るとい う,階 層 的なア プローチ方法は,ア ボ リジニ文

化に とって親 しみが少ないのであろ うか。

　 5)に ついては,次 の ような例 が挙げ られ ている。 ボー ト用 の2サ イ クル ・エ ンジ

ソは,燃 料に潤滑油 も混ぜ なけれぽな らない。 ある時,潤 滑油が殆 どな くなって,起

動 に苦労 しているアボ リジニの男Aに 対 し,白 人の男Bが 潤滑 油の不足を指摘 して,

そ の ままでは起動 で きない しエ ソジ ンが損傷す ると忠 告 した。 しか し,Aは 聞 き入

れず,頑 固に同 じ動 作を繰 り返 し,1時 間後にはずみ で起動 したのをBに 得意気 に

報告 した らしい。 しか し,案 の定,日 を経ず してそのエ ソジソは壊れて しまった と言

う。

　マニングリダ の学校教師やB氏 た ちの証言 か ら,こ れ らの特徴は,マニングリダ

で もまった く同様であ る。例えば1)と2)に 関 してBACでB氏 が経験 した ところ

に よれば,自 動車 の運転技術 は,・A地 点か らB地 点 まで助手席 に何度 も同乗 して じ

っと観察 し,ど の地 点で ハ ソ ドルを切 り,ど の地点 でシフ ト ・ダウソす るかを,頭 に

たた き込む ことに よって,習 得する らしい。 また,自 動車の修理 とい う場面において

も,ア ボ リジニのスタ ッフは,先 輩の修理 を じっと観察 して習得 した修理方法を全 く'

同 じよ うに適 用す る と言 う。 これは,3)と4)の 特 徴を も示 した もので あるが,B

氏 は,ま た3)と4)に 関 連 して,

　 6)機 械 的(丸 覚え的)学 習

の特徴 をさらにつけ加 えることができると指摘 している。丸覚 えによって習得 された

修理技術は,全 く同 じ故障に対 しては有効であるが,少 しで も状況が異な る故障 に対

しては応用が効 かない。機械工の技術教育 でいつも悩 む点 はそ こであ るとB氏 は こ

ぼ している。B氏 は さらに,1)か ら4)を 総 合すれ ぽ,ス ポ ーツの世 界 のイ メージ

・トレーニソグに似た
,

　 7)言 語 ではな くイメージに よる学習

とい う特徴を挙げ ることがで きる,と 指摘 している。逆 に言 えば,1)か ら4)は,

イ メージ的学習の特徴を示 しているのであ る。

　 筆 老たちの開発 した ソフ トウ ェア ・システムにつ いて も,1)と2)の 特 徴を表 し
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た事例が観察 された。最初の フィール ドワークにおいて,完 成 した機械工場修理支援

ソフ トェア ・システムの使 い方 をBACの ス タ ッフに講習 した時の ことである。

　 この ソフ トウェアは,BACの 修 理業務 を分析 して,顧 客管理,修 理依頼受付 け,

機械工 への指示書発行,請 求書発行,入 金受付け,顧 客毎あるいは期間毎の貸借表打

ち出 し,等 のサ ブ業務に分 け,そ れぞれを さらに分割 して階層構造に整理 し,そ れ ら

に対応す る階層的 なシステムに組み上げてあ る。特 に苦労 したのは,ユ ーザ ・イ ンタ

フェースの部分で ある。会計業務 のために も,筆 者た ちにとって貴重な データベ ース

を作 り上げ るために も,正 確 なデータ入力が必要 なのは言 うまでもない。 しか るに,

この システムのユーザは,キ ーボー ド操作に慣れ ていない し,デ ータベ ースの意義 を

理解 していないか ら,キ ー操作 の ミスを犯す ことは避け られ ない。従 って,デ ータ入

力のたびにyesかnoか の確i認をユーザに求め,　Noの 場 合や システ ムが予期 しな

いキーが入力 された場合には常 に御破算にす る ような,フ ェイル ・セ ーフを徹底 した

ユ ーザ ・インタフェース が必要 となる。

　 い よい よ講習 を始 め るので,B氏 をは じめ,白 人機械工 のA氏,ア ボ リジニ機械

工のG氏,N氏 に集 まって もら う。 まず,業 務毎 に階層化 されてい るシステムの構

造 と,そ れぞれのサ ブ ・システム内でのキ ー操作 を順 々に説 明 してい く。一通 り説 明

を終 えて,誰 か実際に触 って ごらん と促す と,N氏 が,自 分は コ ンピュータが好 き

であ ると,名 乗 り出た。電源投入か ら順 々に,筆 者の指示に従 って操作をなぞ ってい

く。筆者がttこ こで システ ムがYesかNoか を 聞いて くるか ら,　Yと 入力"と 説 明

す ると,彼 も唱和 しながら操作す る。

　数 日間の試用の結果 を見 て不具合な点を改良す るか ら,ど んどん触 ってほ しい と皆

に告げて,一 旦解散 す る。皆 それ ぞれの持場 に戻 ってい ったが,N氏 だけはそ の場

に居残 るそぶ りなので,彼 の様子を脇で観察す ることにする。筆者が課題を出 し,そ

れに応 じて操作 して もらう。それぞれのサ ブシステムの起動 ・終了の方法は画面 に表

示 した メニ ューで懇切 に説 明 してあ るのだが,彼 はそれを よく読 まずに間違 ったキー

を叩 く。筆者が正 しい操作を 口で説明する と,彼 もお うむ返 しにそれを復 唱す るのだ

が,次 の段ではやは り間違 う。

　 このN氏 と対 照的な態度 を見せたのが,ア ボ リジニ ・ス タッフのG氏 であ った。

彼 は,講 習時には筆者 とN氏 のや りと りを じっとを観察す るのみで 自ら手 を出 さず,

翌 日の昼休み,B氏 も含めBACの 全 スタ ッフが昼食を と りに帰宅 して不在 中に,こ

っそ りと練習 していたのである。す こし早 目に昼食か ら戻 ってきた筆者 が,陰 か ら見

ていると,結 構間違 いな く操作を進めてい く。 いつの まに覚 えたのか,筆 者 に とって
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驚 きであった。

　B氏 の説 明に よれ ば,N氏 は1)の 模 倣 的な学 習態度 のみが突出 したパー ソナ リテ

ィの持 ち主 で,実 際はあま りよく理解 していないのに,返 事だけは調子 の よい 「オ ウ

ム返 し」型 であ り,ア ボ リジニ としてはむ しろ例外 であ る。G氏 の学習態度が,ア

ボ リジニ社会 に伝統 的な学 習態度であ ると言 う。 まさに,1)と2)の 特 徴を示 した

ものだ ったのである。

　 B氏 は さらに,1)の 特徴 か ら導 出され る,「 言語に よる質問や指示を きらう」 とい

う態度を考慮 して,ユ ーザにyes,　 noの 確 認 を迫 るユーザ ・イ ンタフ ェースは,で

きるだけ避 けた方 が よいと,筆 者 に忠告 した。

　 こ うした忠告 に沿 って,筆 者 はユーザ ・イ ンタ フェース部分 を改 良 したのではある

が,考 えてみれば,階 層的な システム構成,文 字のみに よる指示,yes,　 noの 答 を強

要す るな ど,筆 者の開発 した ソフ トウェア ・システムに限 らず,コ ンピュータ ・シス

テムの多 くに見 られ るユーザ ・インタフェース 部分は,こ とごとくアボ リジニの伝統

的な学習態度に違反 するものと言え る。しか し,最 近のコンピュータ ・システムでは,

アイ コ ンと呼 ばれ る図的 メニ ューや,文 章 と画像 を連携 させて画面に表示す るハイ

パ ー ・メデ ィアと呼ぼれる機能 などが備 え られ てきてお り,ア ボ リジニの学習態度に

よ りな じみやす いシステムを作 り上げ ることが期待で きる。筆者の知 る学校の教 師も,

マ ヅキ ン トッシュ(パ ソコソ)が 備 えてい るハイパ ー ・メデ ィア機能に よって,ア ボ

リジニの子供 た ちに対す るCAI(Computer　 Assisted　 Instruction:コンピュータ 支援

教育)が 可能 になるのではないか と,大 きな期待 を寄せている。

4.ア ボ リジ ニの 言 語 コ ミュ ニ ケ ー シ ョン

　 これ までに見て きた ように,ア ボ リジニ社会における学習は,言 語的手段の役 割が

低 く,イ メージ的な手段が主流である ように見え る。す なわち,ア ボ リジニ社会にお

いては,言 語 メデ ィアにはメ ッセージ伝達機能があ ま り期待 されていない,と 結論で

きそ うであるが,い くつか の場面における言語 の役割 か らこの点を考えてみたい。 こ

こで も,HarrisやChristieの 事 例紹介 【HARRIs　 1984;CHRIsTIE　 1987】 を適宜参照

す る。

1)質 問

　前述 した ように,質 問 ・応答 とい う方法は伝統的な教育 ・学習場面であま り見 られ

ない。質問を発 した者 ・受けた者 ともに,質 問は決 して答を必ず必要 とす るものであ

るとはみな していない。質問の受 け手は答える義務を感 じない し,そ の質問を無視 し
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てもよい。学校の白人教師は,ア ボ リジニの子供たちに3,4度 も同 じ質問してよう

や く答を得ることがしぼしばであるらしい。

2)指 示 ・依頼

　 これ と同じように,言語による依頼 ・指示は決 して強い要請とは受けとめられない。

受け手が依頼を拒絶する場合にも,「後で」という碗曲表現を用いる。依頼を発 した

者もそれを察してあきらめる。このように,yesやnoと いう明確に内容をする指示

する言語を用いることは少ない。すなわち,言 語に指示機能を求めることが少ないの

である。また,こ れら1)と2)の 点も,前 に触れたような,体 面重視型のパーソナ

リティとやは り深い関係を持つと考えられる。すなわち,指 示や質問の発信者 も受信

者もともに,互 いの体面を尊重 して,娩 曲表現を採るのである。

3)討 論

　 Harrisに よれぽ,儀 礼の開催についての討論などにおいて決定された事項が直ち

に実行に移されることは少なく,現 実の状況に即 した 「醸成」期間を経て初めて実行

に移される。これは,ア ボ リジニの人たちが極めて現実主義であるとともに,生 活 ・

現実の文脈に密着した思考パターン を採 ることを示 している。

　 また,討 論の場面においてしぽ しば見られるのは,年 長者の権威である。その場で

の最終決定権を持つのは,儀 礼に関する知識を持つ年長者である。これに関連 して,

Harrisた ちは,ア ボ リジニ社会では 「知識所有権」と 「知識表明権」が存在するら

しいと述べている。若者は,あ る儀礼に関する知識は,そ れに責任を持つ年長者が知

っていればよいと考え,学 ぽうとする意欲を見せない。仮にその知識を持っている者

であっても,周 囲に自分より権威のある年長者が居れば,自 ら表明することを避け,

知 識表明権を年長者に譲る。一方,年 長者の方でも,"あ の若者は何 も知 っちゃいな

い。わた しに聞け。"と 自らの知識表明権を主張す る。 これは,儀 礼に関わる知識以

外のブッシュ生活に関する知識についても,当 てはまると言 う。

　 これらの事実は,ア ボリジニの知識観を示唆する。言語などの形で文脈から切 り取

られた普遍的なものとして知識をとらえていないこと,知 識の所有 ・表明と力 ・権威

とが同一視されること,を 示 している。現在,知 的財産権にからめて西欧社会で行わ

れている議論は,知 識の共有,公 開などを知識モラルと考えているが,ア ボリジニ社

会の知識観はこのモラルと相容れないように見える。であるとすれぽ,近 代化の過程

で,ア ボ リジニの知識観と西欧流のそれとの衝突が避けられないであろう。

4)噂 とゴシップ

　 会話のみならず,無 線電話を通 して,噂 話はすぽや くアボリジニ社会に広まって行
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く。マニングリダ の白人社会でも同様であるが,噂 話には常に誇張が伴 う。それは,

ある事実を伝える機能を持つのではなく,娯 楽の提供手段なのである。また,し ばし

ぽ全く同一の噂話が大勢の前で繰 り返 し語られ,聴 衆は既知の内容に興味はなく,話

者の話 しぶ りにチャチャを入れることを楽 しむ。そこでは,噂 話の内容が持つメッセ

ージ自体には全 く価値がない。

　 しか し,噂 話がある事件に関するもので,そ の事件に対 して何らかの対応を迫 られ

る際には,噂 から真実を探 り出す必要が生 じる。このような場合に,真 実に到達する

努力と冷静さを求められるのが年長の権威者である。彼は,そ の噂の最も源泉に近づ

こうと努力する。Harrisは,次 のような事例を示 している。　A地 点である男が魔術

をかけた として警察に捕 らわれた,と い う噂を聞いた権威者Bは,皆 がてんでにそ

の噂話をするのを止めさせ,A地 点から来たぽか りの白人の住居へでかけ,面 識が

ないにもかかわらず,そ の噂の真偽を確かめようとした。民博の小山氏もこれ と同様

の例を実見している。年長の権威者は,知 識の所有 ・表明権を持つ と同時に,知 識の

マネージャであることを期待されているのである。

　悪い噂,す なわち,ゴ シップは,娯 楽を提供するとともに,「 いじめ」機能を持つ

ことがある。それによって,ア ボ リジニ社会で非とされるパーソナ リティが批判され

る。強圧的な言動,自 慢など,出 過ぎた態度は良くないパーソナリティであ り,そ れ

がゴシップによって戒められ,そ の結果平準化が計 られる。「出る杭は打たれる」の

である。規範を維持するためのゴッシプの機能は,ど の文化にも共通のものであろ う。

　 こうして見てくると,ア ボリジニ社会における言語 メディアの持つ メッセージ伝達

機能が小さいこと,そ れはアボリジニ文化が規定するパーソナリティに強 く規定され

た結果であること,知 識を普遍的なものと考えず所有権 ・表明権を個人に帰属させる

こと,知 識の所有権 ・表明権は年齢による権威構造と結びついていること,な どが結

論される。そこで,次 にアボリジニ社会で是 とされるパーソナ リティの特徴を概観 し

てみよう。

5.パ ー ソナ リテ ィの規 範

　Harrisた ち 【HARRIs　and　 HARRIs　 l988】 に よれ ぽ,ア ボ リジニ社会 で求め られ る

パ ーソナ リテ ィの特徴 には,次 の諸 点がある。

1)　 自立的であること,相 互干渉を避け ること

2)競 争的でない こと
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3)横 柄 ・で しゃば り・押しつけがましくないこと

こうした規範が子供の時代から教え込まれて行 く。これらの背後にあるのは,極 端な

体面重視である。アボ リジニ社会では,大 勢の面前で恥をか くことは無知を表明する

ことよりも社会的コス トが大きい,と 言われている。また,逆 に他 より優れているこ

とを誇ることも非難される。

　すなわち,親 族関係における上下関係,年 齢による権威構造などの固定的な優劣関

係だけを認め,そ れ以外の優劣関係が明らかになることをできるだけ避けて互いの体

面が保たれるようにする仕組みが,1)か ら3)ま でのパーソナ リティ規定なのであ

る。少 しでも優劣関係が持ち込まれると,「いじめ 」に よってその平準化がはかられ

る。学校で教師に誉められた子供は,必 ずいじめに会 う。HarrisやChristieも,良

くできた子供に賞を与える西欧流の方法をアボリジニの学校に持ち込まないように,

白人教師に警告している。

　 筆者の見聞 したコミュニティ対抗運動会においても,こ れらのパーソナリティを示

す事例を見る事ができる。徒競走にせ よ,団 体競技にせよ,優 劣の結果がにっきり出

るわけだから,負 けた側,特 に,徒 競走でビリになった子などは,恥 か しさのあまり

すっか りしょげ返 り,ゴールまで完走せず観衆の中に逃げ込んでしまった りして,痛 々

しい。これは,体 面を重視するアボ リジニ社会の重圧を示 している。また,優 劣がは

っきりしてしまえば,そ れ以上競争を続ける必要がないと判断 して完走 しないのは,

「競争のための競争」の意義を認めない極めて実利酌なアボリジニ文化の特徴を示 し

ているとも言える。

　 しか し,ゲ ームなどで優劣がはっきり現れざるを得ない場面では,別 の形で平準化

がはかられる。マニングリダ ではフットボール試合がしぽしば行われるが,B氏 の話

によると,試 合が終わっても,も う一波乱なしには終わらない。負けたチームは,自

分たちの力量不足を決 して認めず,相 手チームがズルをしたとか,審 判が悪いだのと,

責任を他に転嫁し,時 には相手チームと殴 りあいを演ずる。責任転嫁による平準化は,

他の場面でも見られ,し ばしぽ白人を悪者に して,失 敗の原因を押 しつけるらしい。

アボ リジニ社会の外部に責任を追いや って,彼 等の社会的固定構造が崩れるのを防ぐ

のであろうが,自 分など知 らない うちに何度悪者にされたことか,とB氏 は苦笑 し

ている。

　 前節で見た言語 コ ミュニケーシ ョソの特徴は,上 で概観 したパー ソナ リテ ィの特徴

に強 く規定 され ていることが 明らかであ る。
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6.狩 猟採集社会の情報観

　これまでに見てきたアボ リジニの情報観の特徴を,狩 猟採集経済構造から説明でき

るかを試みる。多 くの抽象や捨象を伴 う議論であるから,ひ とつの仮説に過ぎない。

　アーネムランド の狩猟採集社会は,ま ず,

　1)　自然は制御できないと考える。

2)　 自然がある程度豊かである。

という2点 を前提条件として成立している。また,独 特の神話的精神世界も,情 報観

のベースとなっているであろう。

　 1)か ら,

　　　1.1)世 界をあ りのままに捉える寛容な世界観

　　　 1.2)event-orientedで あり,time-orientedで ない時間観念

　　　 1.3)働 きかけるのではなく機会を 「待つ」姿勢

などの特徴が説明できる。また2)は

　　　2.1)　蓄積が不要

　　　2.2)協 同 ・協力作業が不要

　　　 2.3)問 題解決の要が少ない

という条件に書き換えられる。一方,神 話的世界はす ぐれて並立的 ・並存的であ り,

　 3)精 神世界は絶対神をめざす西欧世界のイデア的世界とは異なる。

　1.1)と3)か ら,西 欧科学的な原因 ・結果関係への関心が極めて薄い特轡が説明

できる。実際,whyやhowを 用いる質問がほとんど見られないのはこれを物語る。

(疑問文における5WIHの 出現頻度は,恐 らく,what　 who　where　when　how　 why

の順になるであろ う)一 方では,西 欧科学が 「偶然」で説明する事柄に対しても,精

霊的な説明を求めることがある。すなわち,西 欧流の検証可能な形での原因 ・結果関

係には関心を示さないのである。

　 1.3),2.2),2.3)か ら,計 画的思考や効率 ・生産性観念の必要が少なくてすむか

ら,仮 定的思考や抽象化の概念に弱いなどの特徴が説明できる。さらに,3)と 組み

合わせて考えれぽ,階 層的な抽象化,一 般化の概念,部 分分解と総合 とい う手法に馴

染みのないことも説明できるであろう。すなわち,生 活 とい う現実世界からの 「脱文

脈」化が行われていない情報観であると言える。ただし,こ こで言 う抽象化は,西 欧

流の物質観における意味であるから,ア ボ リジニの神話的世界観においては,異 なっ
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　上で述べたのはあくまでも伝統的な枠組みについてのみ,当 てはまることがらであ

って,実 際には様々な形で,西 欧流世界観 との接触が進み,そ の影響を受けている。

現に,公 的機関で働いているアボリジニ ・スタッフには,計 算や階層的概念に強い人

たちが多い。 しか しながら,西 欧的情報観が必ず しもうまく伝統的情報観 と両立する

とは限らず,両 者の衝突が顕在化 してくることも予想される。ここで,二 つの問題を

挙げておきたい。

　一つは,知 識の所有権に関わる問題である。知識の普遍化,共 有や公開とは相容れ

ない伝統的な知識観は,本 来アボリジニ全体で討議すべき問題に関する政府との交渉

場面において,一 部のアボリジニに知識や情報の偏在を生み出し,知 識特権階級を生

み出す恐れがある。その特権は,容 易に経済的利益と結びつくのである。

　第二の問題は,ア ボリジニ社会が男性にかける期待の大きさである。男性には拡大

家族における役割が期待されてお り,そ の男が給与生活者 として西欧経済に組み込ま

れている場合にも,そ れがつきまとう。例えば,BACのN氏 も,マ ニングリダに親

族が住んでいるため,し ぼ しぽBACの 公的設備や金銭の私的流用を親族たちから迫

られていたと言 う。結局,N氏 はマニングリダ か ら逃げだ し,現 在はカデル という

7ウ トステーション で仕事を行っている。西欧社会に踏み込むと,伝 統的な社会で生

きて行けば感じなくてもすむプレッシャーを受けるのである。いきおい,新 技術を学

んで,近 代化しようとい う意欲をそ ぐことになる。

　 これに対 し,女 性には拡大家族か ら比較的自由な立場にある。さらに,5.で 述べ

たようなパーソナ リティの規範は,女 性には強く要請されない。従って,女 性の方が,

新技術の学習において,高 い学習意欲を示す ことが多いと言われている。これに関し

て,BACでコンピュータ を操作できるアボリジニ ・スタッフの変遷が示唆的である。

当初は前述のN氏,G氏 がコンピュータ を操作 していたが,　N氏 は親族からの圧力

を避けるためにマニングリダを去 り,B氏 から最も期待されていたG氏 は1989年5

月に心臓麻痺で若 くして亡 くなってしまった。その後,ダ ーウィンの職業訓練 コース

を修了した若いR嬢 がBACに 雇われ,ワ ープロ事務を一手に任されている。近代

化の鍵を握 るのは,社 会的規範や責任から比較的自由な女性なのではなかろうか。
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Ⅵ.お わ り に

　本稿では,ア ボ リジナル ・データベース ・プロジェクトの概要と,そ の過程で生ま

れてきた情報民族学的課題についての考察を述べた。プロジェクト自体は,現 在進行

中であ り,デ ータ解析による文化事象の分析は今後の課題 として残されている。

　アボ リジニの情報観については,そ れが極めて文脈依存的であること,言 語の持つ

メッセージ伝達機能が極めて小さいこと,言 語よりはイメージ的な思考方法が主であ

るらしいこと,そ して,そ の原因として,狩 猟採集社会であるとい う特質 とともに,

文化におけるパーソナ リティが関与 していること,な どを明らかにした。

　言語的ではな くイメージ的な思考方法である点は,右 脳 と左脳との対立を想起 させ

る。図8に 示すように,左 脳は主に言語的 ・論理操作的な働きを,右 脳は主に視覚的

・空間操作的な働きを旬るとされているが,こ の対立関係が正 しいとすれぽ,ア ボリ

ジニの思考パターンは,右 脳的であると言えよう。イメージ心理学の分野で 「直感像」

と呼ぼれる現象 【ドゥニ　 19891に ついて調査 した報告 【SHEEHAN　and　STEwART

l972】によれぽ,ア ボリジニの子供たちには,イ メージ的認知形態を示す 「直感像」

現象が比較的多 く見られるという。この事実も,右 脳的思考が優勢であることの証拠

であるかも知れない。

　本稿では,ア ボリジニの計数観については詳 しく触れなかったが,こ れも考慮に入

れた,ア ボ リジニの情報観についてのより深い考察は,筆 者の今後の課題としたい。

左 脳 右 脳

言語・論理操作 視覚・空間的操作

二重符号化説 命題型符号化・記憶　　　イメージ型符号化・記憶

　　　　　 深層構造?

ディジタル的 アナログ的

一次元的

抽象的

二 ・三次元的

具象的

図 地

図8　 左脳と右脳の機能分担
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